











の IT 環境整備が不可欠という見地から，平成 8 年






































PC のチェック，無線 LAN 等の設定講習会などを生協
に引き受けてもらった．生協の協力で教員の負荷を大
幅に増加させること無しに，PC 必携化が実現できた．
必携 PC を使う「情報処理基礎」の科目を新たに 
年生必修で開講するため，学生サポートの改善も行っ
た．共通教育機構の２教室を整備し，「情報処理基礎」
















金沢大学では，平成 6 年に文部科学省の現代的教育ニーズ取組支援プログラムのテーマ 6:「IT を活用した実践
的遠隔教育（e ラーニング）」で，「IT 教育用素材集の開発と IT 教育の推進」という取り組み ( 以下 現代 GP プロ
グラム ) が採択された．
















現代 GP プログラムの採択の発表があった平成 6










事業の推進組織であり，0 月  日にこれを立ち上
げた．IT 教育実施委員は申請段階からのメンバーに，












ター教員 3 名，技術職員  名，大学教育開発・支援
センター助教授  名と，非常勤で採用された 4 名で
構成された．実施委員長の指揮のもと，週に一回，事










現代 GP プログラムが今回紹介した成果を挙げることができたのは，現代 GP プログラム本部のメンバーをはじ
め大学上層部が積極的にこの取組みを推進してくれたことがバックボーンとしてある．この記事が書かれている
 月の段階では，現代 GP プログラム終了後の e ラーニング教育のあり方や，支援室のあり方などが不明な点も
あるが，みなさんが記事をお読みになっているころには，新体制となっていることと思われる．今後ともみなさん
の協力を頂き，e ラーニングの全学展開をしていきたいと思っている．







































登録した．平成 8 年度は前期後期合わせて 3 コー
スを実施，登録者数は ,0 人であった．平成 6 年
















わせて  コースが実施され，登録者数は ,300 人で
あった．平成 8 年度には，PC 必携化に合わせて共通
図 5 教材作成の流れ
事務局




































































( 図 4 参照）．
